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『ファヴォリータ』あらすじと解説（ドニゼッティ）

登場人物 やり

アルフォンソ11世（パリト

，ン）

フ ェル ナンド （テ ノー ル）

，
バ ル ダッサ ーレ （バス）
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国王

レオノーラ（メゾソプラノ）
ｉ国王の愛人。フェルナンドと恋に落ち

ｊ　る

１元修道士で、軍人。レオノーラと恋に

落ちる

修道院長。フェルナンドと王妃の父

イネス（Sp ）、ドン・ガスパロ（T）など

Ｑ　主な舞台は、中世末期のスペインの「宮廷と修道院」です。

この時代は国王だけでなく教会にも大きな権力がありました。

【第1.2幕】

レオノ７ラは「国王の愛人」であるのにもかかわらず、フェルナンド（修

礒士）を愛してしまいます。

フェルナンドは愛するレオノーラのために修道院を飛び出します。

フェルナンドは「レオノーラが身分の高い人」だと勘違いしており、彼は

軍人として出世を誓います。

【第3幕】

一方、レオノーラは「自分が国王の愛人」だという事を、後ろめたさか

らフェルナンドに告げることができません。

フェルナンドはその事実を「二人の結婚が決まった後」に知り、激怒し

ます。

そして、フェルナンドは修道院へと帰っていきます。

【第4幕】

修道院に瀕死のレオノーラが現れます。

二人が愛を再び確かめ合い、レオノーラが息絶えたところでオペラが終

わります。
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私のフェルナンド

ド ニ ゼ ッ テ ィ 作 曲 ： オ ペ ラ 「フ ア ヴ ォ リ ー タ （寵 姫 ） 」 よ り ： レ オ ノ ー ラ の ア リ ア
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彼…フェルナンドが！

彼をレオノーラの花婿にですって！ああ！

全てが私にそれを語っているのに、

まだ私の心は疑っているのかしら、

思いがけない喜びを？

ああ、神様！彼と結婚せよと？

ああ、なんという恥辱！

勇者への持参金には

恥辱を持参する…いいえ、決して１
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どんな女なのかを知つたならすぐにも。

ああ、私のフェルナンド！

地上の王座は、あなたの心を得るために

私に与えられていた。

しかし私の純粋な愛と、

赦しの手段とは、ああ、-悲しいことに、

絶望的な恐怖によって呪われている。

真実は明らかになるでしょう、

あなたのすさまじい軽蔑のうちに。

私への刑罰は、

より大きいものになる、ああ！

もしもあなたの当然の軽蔑が
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これほどに愛する女が
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まだ十分でないならば、

降らせたまえ、神よ、

私にあなたの稲妻を。

さあ、残酷な人たち、

邪魔をするのは誰？

私の苦悩は、運命によって定められていたの

よ。

さあおいでなさい、これは祝宴よ！

祭壇には花が撒かれ、

すでに墓が私のために準備されている。

暗いヴェールに覆われているのは、

邪な婚約者！

（婚約者は）見捨てられ、絶望しても、

神の赦しを得ることは出来ないでしょう！
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